
 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 1 New School, New Friends（９時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 自分のことをよく知ってもらうために，名前や出身地，好きなものやできることなどについて，伝える内容や順番を工夫して聞き手にとって分かりや

すくスピーチをすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのスピーチ 

 “自己紹介をしよう” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  自己紹介についての文章の情報

を捉えようとしている。または，自

分の名前や出身地，好きなものや

できることなど伝え合おうとして

いる。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤⑥  

・発表活動準備（原稿作成） 

・グループ発表 

・モデルスピーチの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 自分のことをよく知ってもらう

ために，どのような内容や表現が

より効果的かを考えるとともに，

それを適切に表現している。 

自分のことをよく知ってもらう

ために，どのような内容や表現が

より効果的かを考えようとすると

ともに，それを適切に表現しよう

としている。 

Ｂ 

 自分のことをよく知ってもらう

ために，どのような内容や表現が

より効果的かを考え，表現してい

る。 

自分のことをよく知ってもらう

ために，どのような内容や表現が

より効果的かを考え，表現しよう

としている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑦⑧  

・発表活動準備（原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（スピーチ） 

 “自己紹介をしよう” 

・単元テスト 

Ａ 
 自分の名前や出身地，好きなも

のやできることを伝えるために，

対象となる言語材料の効果的な活

用の仕方を理解している。 

 自分のことをよく知ってもらう

ために，自分の名前や出身地，好き

なものやできることを伝えるとと

もに，内容や順番を工夫して，聞き

手にとって分かりやすく伝えてい

る。 

 自分のことをよく知ってもらう

ために，自分の名前や出身地，好き

なものやできることを伝えようと

するとともに，内容や順番を工夫

して，聞き手にとって分かりやす

く伝えようとしている。 

Ｂ 

 自分の名前や出身地，好きなも

のやできることを伝えるために，

対象となる言語材料の使い方を理

解している。 

 自分のことをよく知ってもらう

ために，自分の名前や出身地，好き

なものやできることを伝え，内容

や順番を工夫して伝えている。 

 自分のことをよく知ってもらう

ために，自分の名前や出身地，好き

なものやできることを伝え，内容

や順番を工夫して伝えようとして

いる。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑨  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定       

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 2 Our New Teacher（９時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 自分の持ち物に関するクイズを出題するために，自分の普段の行動と持ち物との関わりについて，聞き手が楽しめるようにヒントを出したり，持ち物

についての質問に答えたりすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのスピーチ 

 “持ち物クイズを出そう” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  身近な人の普段の行動などにつ

いての文章の情報を捉えるととも

に，自分の普段の行動と持ち物に

ついて伝え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  身近な人の普段の行動などにつ

いての文章の情報を捉えようとし

ている。または，自分の名前や出身

地，好きなものやできることなど

伝え合おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤⑥  

・発表活動準備（クイズ原稿作成） 

・グループ発表 

・モデルスピーチの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，どのような内容

や表現がより効果的かを考えると

ともに，それを適切に表現してい

る。 

自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，どのような内容

や表現がより効果的かを考えよう

とするとともに，それを適切に表

現しようとしている。 

Ｂ 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，どのような内容

や表現がより効果的かを考え，表

現している。 

自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，どのような内容

や表現がより効果的かを考え，表

現しようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑦⑧  

・発表活動準備（クイズ原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（スピーチ） 

 “持ち物クイズを出そう” 

・単元テスト 

Ａ 
 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，対象となる言語

材料の効果的な活用の仕方を理解

している。 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，自分の普段の行

動と持ち物との関わりを伝えると

ともに，聞き手が楽しめるように

工夫してヒントを伝えている。 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，自分の普段の行

動と持ち物との関わりを伝えよう

とするとともに，聞き手が楽しめ

るように工夫してヒントを伝えよ

うとしている。 

Ｂ 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，対象となる言語

材料の使い方を理解している。 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，自分の普段の行

動と持ち物との関わりについて，

工夫してヒントを伝えている。 

 自分の持ち物に関するクイズを

出題するために，自分の普段の行

動と持ち物との関わりについて，

工夫してヒントを伝えようとして

いる。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑨  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の指導と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 3 Club Activities（８時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 相手のことをもっと知り，より仲を深めるために，自分の普段の行動について伝えたり，相手の普段の行動について質問したりして，継続してやり取

りすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのやり取り 

 “相手のことをもっと知ろう” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  相手の普段の行動，希望や夢，持

ち物などについての文章の情報を

捉えるとともに，お互いの普段の

行動，希望や夢，持ち物などについ

て伝え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  相手の普段の行動，希望や夢，持

ち物などについての文章の情報を

捉えようとしている。または，お互

いの普段の行動と持ち物について

伝え合おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤  

・発展的活動（やり取り） 

 “What Is Your After-School 

Activity?” 

・生徒デモの視聴 

・モデルやり取りの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，どのような内

容や表現がより効果的かを考える

とともに，それを適切に表現して

いる。 

相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，どのような内

容や表現がより効果的かを考えよ

うとするとともに，それを適切に

表現しようとしている。 

Ｂ 

 相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，どのような内

容や表現がより効果的かを考え，

表現している。 

相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，どのような内

容や表現がより効果的かを考え，

表現しようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑥⑦  

・発表活動準備 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（やり取り） 

 “相手のことをもっと知ろう” 

・単元テスト 

Ａ 

 相手のことをもっと知るため

に，対象となる言語材料の効果的

な活用の仕方を理解している。 

 相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，相手の普段の

行動などについて効果的に質問す

るとともに，自分の普段の行動に

ついて継続して伝えている。 

 相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，相手の普段の

行動などについて効果的に質問す

るとともに，自分の普段の行動に

ついて継続して伝えようとしてい

る。 

Ｂ 

 相手のことをもっと知るため

に，対象となる言語材料の使い方

を理解している。 

 相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，相手の普段の

行動などについて効果的に質問し

ながら，自分の普段の行動につい

て伝えている。 

 相手のことをもっと知り，仲を

より深めるために，相手の普段の

行動などについて効果的に質問し

ながら，自分の普段の行動につい

て伝えようとしている。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑧  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 4 Friends in New Zealand（８時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 相手のことを幅広く知るために，相手の好きなものや普段の行動の時刻などについて効果的に質問し，やり取りすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのやり取り 

 “What Subject Do You Like?” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  相手の好きなものや普段の行動

の時刻などについての文章の情報

を捉えるとともに，お互いの好き

なものや普段の行動の時刻などに

ついて伝え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  相手の好きなものや普段の行動

の時刻などについての文章の情報

を捉えようとしている。または，お

互いの好きなものや普段の行動の

時刻などについて伝え合おうとし

ている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤  

・発展的活動（やり取り） 

 “What ○○ Do You Like?” 

・生徒デモの視聴 

・モデルやり取りの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 相手のことを幅広く知るため

に，どのような内容や表現がより

効果的かを考えるとともに，それ

を適切に表現している。 

相手のことを幅広く知るため

に，どのような内容や表現がより

効果的かを考えようとするととも

に，それを適切に表現しようとし

ている。 

Ｂ 

 相手のことを幅広く知るため

に，どのような内容や表現がより

効果的かを考え，表現している。 

相手のことを幅広く知るため

に，どのような内容や表現がより

効果的かを考え，表現しようとし

ている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑥⑦  

・発表活動準備 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（やり取り） 

 “What Subject Do You Like?” 

・単元テスト 

Ａ 

 相手のことを幅広く知るため

に，対象となる言語材料の効果的

な活用の仕方を理解している。 

 相手のことを幅広く知るため

に，相手の好きなものや普段の行

動の時刻などについて効果的に質

問するとともに，自分の好きなも

のや普段の行動の時刻などについ

て伝えている。 

 相手のことを幅広く知るため

に，相手の好きなものや普段の行

動の時刻などについて効果的に質

問するとともに，自分の好きなも

のや普段の行動の時刻などについ

て伝えようとしている。 

Ｂ 

 相手のことを幅広く知るため

に，対象となる言語材料の使い方

を理解している。 

 相手のことを幅広く知るため

に，相手の好きなものや普段の行

動の時刻などについて質問しなが

ら，自分の好きなものや普段の行

動の時刻について伝えている。 

 相手のことを幅広く知るため

に，相手の好きなものや普段の行

動の時刻などについて質問しなが

ら，自分の好きなものや普段の行

動の時刻について伝えようとして

いる。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑧  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 

 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 5  A Japanese Summer Festival（９時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 小学校時代の校外学習について思い出を紹介するために，体験したことについて，感想を交えて紹介することができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのスピーチ 

 “校外学習について伝えよう” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  夏祭りで体験したことや感想な

どについての文章の情報を捉える

とともに，お互いの体験したこと

や感想などについて伝え合おうと

している。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  夏祭りで体験したことや感想な

どについての文章の情報を捉えよ

うとしている。または，お互いの体

験したことや感想などについて伝

え合おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤⑥  

・発表活動準備（原稿作成） 

・グループ発表 

・モデルスピーチの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，どのよ

うな内容や表現がより効果的かを

考えるとともに，それを適切に表

現している。 

小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，どのよ

うな内容や表現がより効果的かを

考えようとするとともに，それを

適切に表現しようとしている。 

Ｂ 

 小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，どのよ

うな内容や表現がより効果的かを

考え，表現している。 

小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，どのよ

うな内容や表現がより効果的かを

考え，表現しようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑦⑧  

・発表活動準備（原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（スピーチ） 

 “校外学習について伝えよう” 

・単元テスト 

Ａ 
 相手のことを幅広く知るため

に，対象となる言語材料の効果的

な活用の仕方を理解している。 

 小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，体験し

たことについて伝えるとともに，

感想を交えて伝えている。 

 小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，体験し

たことについて伝えるとともに，

感想を交えて伝えようとしてい

る。 

Ｂ 

 相手のことを幅広く知るため

に，対象となる言語材料の使い方

を理解している。 

 小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，体験し

たことについて伝えている。 

 小学校時代の校外学習について

思い出を紹介するために，体験し

たことについて伝えようとしてい

る。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑨  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 

 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 6  A Speech about My Brother（９時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 友達のことを他の人に知ってもらうために，趣味などについてインタビューして分かったことを整理して，まとまりのある内容で紹介することができ

る。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのスピーチ 

 “友達のことを紹介しよう” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  身近な人のすることなどについ

ての文章の情報を捉えるととも

に，インタビューして分かった趣

味などについて伝え合おうとして

いる。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  身近な人のすることなどについ

ての文章の情報を捉えようとして

いる。または，インタビューして分

かった趣味などについて伝え合お

うとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤⑥  

・発表活動準備（原稿作成） 

・グループ発表 

・モデルスピーチの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 友達のことを他の人に知っても

らうために，どのような内容や表

現がより効果的かを考えるととも

に，それを適切に表現している。 

友達のことを他の人に知っても

らうために，どのような内容や表

現がより効果的かを考えようとす

るとともに，それを適切に表現し

ようとしている。 

Ｂ 

 友達のことを他の人に知っても

らうために，どのような内容や表

現がより効果的かを考え，表現し

ている。 

友達のことを他の人に知っても

らうために，どのような内容や表

現がより効果的かを考え，表現し

ようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑦⑧  

・発表活動準備（原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（スピーチ） 

 “友達のことを紹介しよう” 

・単元テスト 

Ａ 

 趣味などについてインタビュー

して分かったことを紹介するため

に，対象となる言語材料の効果的

な活用の仕方を理解している。 

 友達のことを他の人に知っても

らうために，趣味などについてイ

ンタビューして分かったことにつ

いて伝えるとともに，それらを整

理して，まとまりのある内容で伝

えている。 

 友達のことを他の人に知っても

らうために，趣味などについてイ

ンタビューして分かったことにつ

いて伝えるとともに，それらを整

理して，まとまりのある内容で伝

えようとしている。 

Ｂ 

 趣味などについてインタビュー

して分かったことを紹介するため

に，対象となる言語材料の使い方

を理解している。 

 友達のことを他の人に知っても

らうために，趣味などについてイ

ンタビューして分かったことにつ

いて伝えている。 

 友達のことを他の人に知っても

らうために，趣味などについてイ

ンタビューして分かったことにつ

いて伝えようとしている。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑨  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定 

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 

 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 7  Foreign Artists in Japan（８時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理を決めるために，日本の食事か外国の食事のどちらがよいかということについて，インタビューして分かったことを整

理して継続的なやり取りをすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのやり取り 

 “Which Do You Cook for ALT, 

Japanese Dish or Foreign 

 Dish?” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  日本と外国の人やものについて

の文章の情報を捉えるとともに，

日本と外国の人やものについて伝

え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  日本と外国の人やものについて

の文章の情報を捉えようとしてい

る。または，日本と外国の人やもの

について伝え合おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤  

・発展的活動（やり取り） 

 “Which Do You Like better, 

Japanese Dish or Foreign 

 Dish?” 

・生徒デモの視聴 

・モデルやり取りの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，どのような内容

や表現がより効果的かを考えると

ともに，それを適切に表現してい

る。 

ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，どのような内容

や表現がより効果的かを考えよう

とするとともに，それを適切に表

現しようとしている。 

Ｂ 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，どのような内容

や表現がより効果的かを考え，表

現している。 

ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，どのような内容

や表現がより効果的かを考え，表

現しようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑥⑦  

・発表活動準備（クイズ原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（やり取り） 

 “Which Do You Cook for ALT, 

Japanese Dish or Foreign 

  Dish?” 

・単元テスト 

Ａ 
 相手のことをもっと知るため

に，対象となる言語材料の効果的

な活用の仕方を理解している。 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，日本の食事か外

国の食事のどちらがよいかという

ことについて，インタビューして

分かったことを整理して伝えた

り，相手からの質問に答えたりし

ている。 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，日本の食事か外

国の食事のどちらがよいかという

ことについて，インタビューして

分かったことを整理して伝えた

り，相手からの質問に答えたりし

ようとしている。 

Ｂ 

 相手のことをもっと知るため

に，対象となる言語材料の使い方

を理解している。 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，日本の食事か外

国の食事のどちらがよいかという

ことについて伝えたり，相手から

の質問に答えたりしている。 

 ＡＬＴに食べてもらいたい料理

を決めるために，日本の食事か外

国の食事のどちらがよいかという

ことについて伝えたり，相手から

の質問に答えたりしようとしてい

る。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑧  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 8  A Surprise Party（９時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 ビデオの内容を伝えるために，状況を説明しながら，ビデオに出てくる登場人物の行動について，効果的に紹介することができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④ 

・単元初めのスピーチ 

 “Let’s Introduce Your 

 Favorite Video.” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  人が今していることの文章の情

報を捉えるとともに，人が今して

いることについて，状況を説明し

ながら伝え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  人が今していることについての

文章の情報を捉えようとしてい

る。または，人が今していることに

ついて，状況を説明しながら伝え

合おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤⑥ 

・発表活動準備（原稿作成） 

・グループ発表 

・モデルスピーチの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 ビデオの内容を伝えるために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考えるとともに，それを適

切に表現している。 

ビデオの内容を伝えるために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考えようとするとともに，

それを適切に表現しようとしてい

る。 

Ｂ 

 ビデオの内容を伝えるために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考え，表現している。 

ビデオの内容を伝えるために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考え，表現しようとしてい

る。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑦⑧  

・発表活動準備（原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（スピーチ） 

 “Let’s Introduce Your 

Favorite Video.” 

・単元テスト 

Ａ 
 ビデオに出てくる登場人物の行

動について紹介するために，対象

となる言語材料の効果的な活用の

仕方を理解している。 

 ビデオの内容を伝えるために，

ビデオに出てくる登場人物の行動

について伝えるとともに，状況を

説明しながら伝えている。 

 ビデオの内容を伝えるために，

ビデオに出てくる登場人物の行動

について伝えるとともに，状況を

説明しながら伝えようとしてい

る。 

Ｂ 

 ビデオに出てくる登場人物の行

動について紹介するために，対象

となる言語材料の使い方を理解し

ている。 

 ビデオの内容を伝えるために，

ビデオに出てくる登場人物の行動

について伝えている。 

 ビデオの内容を伝えるために，

ビデオに出てくる登場人物の行動

について伝えようとしている。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑨  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 

 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 9  Think Globally, Act Locally（８時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 学級で世界的な問題に対してどんなボランティア活動をするかを決めるために，様々な問題に対して自分たちがやりたいことをまとめて継続的なやり

取りをすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのやり取り 

 “What Do You Want to Do for 

Global Issues?” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  世界的な問題についての文章の

情報を捉えるとともに，世界的な

問題について伝え合おうとしてい

る。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  世界的な問題についての文章の

情報を捉えようとしている。また

は，世界的な問題について伝え合

おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤  

・発展的活動（やり取り） 

 “What Country Do You Want 

to Go?” 

・生徒デモの視聴 

・モデルやり取りの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 学級で行うボランティア活動を

決めるために，どのような内容や

表現がより効果的かを考えるとと

もに，それを適切に表現している。 

学級で行うボランティア活動を

決めるために，どのような内容や

表現がより効果的かを考えようと

するとともに，それを適切に表現

しようとしている。 

Ｂ 

 学級で行うボランティア活動を

決めるために，どのような内容や

表現がより効果的かを考え，表現

している。 

学級で行うボランティア活動を

決めるために，どのような内容や

表現がより効果的かを考え，表現

しようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑥⑦  

・発表活動準備 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（やり取り） 

 “What Do You Want to Do for 

Global Issues?” 

・単元テスト 

Ａ 
 学級で行うボランティア活動を

決めるために，対象となる言語材

料の効果的な活用の仕方を理解し

ている。 

 学級で行うボランティア活動を

決めるために，世界的な問題に対

して自分たちがやりたいことにつ

いて，まとめて伝えたり，相手から

の質問に答えたりしている。 

 学級で行うボランティア活動を

決めるために，世界的な問題に対

して自分たちがやりたいことにつ

いて，まとめて伝えたり，相手から

の質問に答えたりしようとしてい

る。 

Ｂ 

 学級で行うボランティア活動を

決めるために，対象となる言語材

料の使い方を理解している。 

 学級で行うボランティア活動を

決めるために，世界的な問題に対

して自分たちがやりたいことにつ

いて伝えたり，相手からの質問に

答えたりしている。 

学級で行うボランティア活動を

決めるために，世界的な問題に対

して自分たちがやりたいことにつ

いて伝えたり，相手からの質問に

答えたりしようとしている。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑧  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 10  Winter Vacation（８時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 小学６年生に附中の思い出に残る行事を伝えるために，体験したことや感想をまとめて，継続的なやり取りをすることができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのやり取り 

 “What Fuchu Event Do You 

Want to Tell?” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  体験したことや感想についての

文章の情報を捉えるとともに，附

中の思い出に残る行事について伝

え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  体験したことや感想についての

文章の情報を捉えようとしてい

る。または，附中の思い出に残る行

事について伝え合おうとしてい

る。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤  

・発展的活動（やり取り） 

 “What School Event Did You 

Enjoy in Your Elementary 

 School?” 

・生徒デモの視聴 

・モデルやり取りの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，どのよう

な内容や表現がより効果的かを考

えるとともに，それを適切に表現

している。 

小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，どのよう

な内容や表現がより効果的かを考

えようとするとともに，それを適

切に表現しようとしている。 

Ｂ 

 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，どのよう

な内容や表現がより効果的かを考

え，表現している。 

小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，どのよう

な内容や表現がより効果的かを考

え，表現しようとしている。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑥⑦  

・発表活動準備（クイズ原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（やり取り） 

 “What Fuchu Event Do You 

Want to Tell?” 

・単元テスト 

Ａ 
 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，対象とな

る言語材料の効果的な活用の仕方

を理解している。 

 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，附中の思

い出に残る行事について，体験し

たことや感想をまとめて伝えた

り，相手からの質問に答えたりし

ている。 

 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，附中の思

い出に残る行事について，体験し

たことや感想をまとめて伝えた

り，相手からの質問に答えたりし

ようとしている。 

Ｂ 

 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，対象とな

る言語材料の使い方を理解してい

る。 

 小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，附中の思

い出に残る行事について，体験し

たことや感想を伝えたり，相手か

らの質問に答えたりしている。 

小学６年生に附中の思い出に残

る行事を伝えるために，附中の思

い出に残る行事について，体験し

たことや感想を伝えたり，相手か

らの質問に答えたりしようとして

いる。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑧  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 



 

〇 １年生カリキュラムの評価基準及び評価方法 

 

１ 単元名 Unit 11  This Year’s Memories（９時間完了） 

   

２ 単元の目標 

 小学生６年生に対して附中の行事を楽しみにしてもらうために，附中の行事の良さについて，小学生に分かりやすい表現を用いて，伝わりやすく紹介

することができる。 

 

３ 単元の構成と評価の計画（○：時数 ・：学習活動） 

場 学習内容  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

【拡散的思考】 

Ｔ
Ｓ 

①～④  

・単元初めのスピーチ 

 “This Is the Fuchu Event.” 

・本文の内容理解 

・対象となる言語材料の学習 

・コミュニケーション活動 

・小テスト 

Ａ 

 対象となる言語材料の意味や働

きを正確に身に付けている。 

  過去の状態や気持ち，過去のあ

る時点にしていたことの文章の情

報を捉えるとともに，附中の行事

の良さについて，状況を説明しな

がら伝え合おうとしている。 

Ｂ 

対象となる言語材料の意味や働

きを身に付けている。 

  過去の状態や気持ち，過去のあ

る時点にしていたことの文章の情

報を捉えている。または，附中の行

事の良さについて，状況を説明し

ながら伝え合おうとしている。 

方
法 

小テスト  活動の観察 

Speaking Checker 

Ａ
Ｓ
／
Ｒ
Ｓ 

⑤⑥ 

・発表活動準備（原稿作成） 

・グループ発表 

・モデルスピーチの視聴 

・Speaking Checker記入 拡Ｍ 

Ａ 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考えるとともに，それを適

切に表現している。 

小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考えようとするとともに，

それを適切に表現しようとしてい

る。 

Ｂ 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考え，表現している。 

小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

どのような内容や表現がより効果

的かを考え，表現しようとしてい

る。 

方
法 

 Speaking Checker 活動の観察 

Speaking Checker 

【収束的思考】 

Ａ
Ｓ 

⑦⑧  

・発表活動準備（原稿修正） 

・Speaking Checker記入 収Ｍ 

・発表活動（スピーチ） 

“This Is the Fuchu Event.” 

・単元テスト 

Ａ 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

対象となる言語材料の効果的な活

用の仕方を理解している。 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

附中の行事の良さについて伝える

とともに，小学生に分かりやすい

表現を用いて伝えている。 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

附中の行事の良さについて伝える

とともに，小学生に分かりやすい

表現を用いて伝えようとしてい

る。 

Ｂ 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

対象となる言語材料の使い方を理

解している。 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

小学生に分かりやすい表現を用い

て，附中の行事の良さについて伝

えている。 

 小学生６年生に対して附中の行

事を楽しみにしてもらうために，

小学生に分かりやすい表現を用い

てようとしている。または，附中の

行事の良さについて伝えようとし

ている。 

方
法 

発表活動（録画） 発表活動（録画） 

Speaking Checker 

活動の観察 

Speaking Checker 

Ｒ
Ｓ 

⑨  

・発表活動の評価 

・発表活動の振り返り 

・単元の振り返りと今後の目標の

設定      

 拡・収ＲＭ 

Ａ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考える

とともに，これまでの学習内容や

学習方法を生かして今後の目標を

具体的に設定している。 

  

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとするとともに，これまでの学

習内容や学習方法を生かして今後

の目標を具体的に設定しようとし

ている。 

Ｂ 

  自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えて

いる。または，これまでの学習内容

や学習方法を生かして今後の目標

を具体的に設定している。 

 自分の発表活動や単元全体を振

り返り，良い点や改善点を考えよ

うとしている。または，これまでの

学習内容や学習方法を生かして今

後の目標を具体的に設定しようと

している。 

方
法 

 Speaking Checker 

 

Speaking Checker 

 

※「３ 単元の構成と評価の計画」にある「場」は以下のものを表す。 

  「TS」＝Training Section  「教科書を活用し，基礎・基本を身に付けるためのトレーニングに取り組ませる。」 

「AS」＝Advanced Section  「身に付けたコミュニケーション能力を発揮させるため，様々なタイプの Advanced Activity に取り組ませる。」 

「RS」＝Reflecting Section 「Advanced Section の原稿や発話を Speaking Checker を用いて振り返らせる。」 

 


